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ＳＳ理数探究Ⅰ 統計処理② 

 

１．前時を振り返る 

・統計学と統計的探究 

 

２．全数調査と標本調査 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

３．代表値 

 平均値：データの総和をデータの個数で割った値 

 中央値：データを小さい順に並べたとき、中央の位置にくる値 

 最頻値：もっとも個数の多い値 

例１ 8 個のデータ  5  4  3  6  4  8  5  5 

   について小さい順に並べると  3  4  4  5  5  5  6  8 

   よって  平均値は ５，中央値は ５，最頻値は ５ 

例２ 総務省統計局「家計調査報告（貯蓄・負債編）－2019 年貯蓄状況」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                →      → 課題１ 

 

 

 

  年  組  番 氏名                   

全数 

   国勢調査 

 

全数調査 

対象全体からデータを 

集めて調べる 

標本調査 

調査の対象全体からその

一部を抜き出して調べる 

母集団 

世論調査 
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４．ヒストグラム 

 

ヒストグラムとは、ある特定のデータを区間ごとに区切り、各区間の個数や数値のばらつきを棒グラ

フに似た形の図で表現するグラフです。 

 ヒストグラムを作成するには、度数分布表を作成することが多いです。また、ヒストグラムに累積相

対度数折れ線を重ねたパレート図を用いることもあります。 

 

例３ 一般社団法人日本映画製作者連盟調べ「全国スクリーン数」（2019 年 12 月末現在） 

                                         ヒストグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                       パレート図 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横軸：一定区間で区切られた階級 

    （ここでは映画館のスクリーン数を 50 ずつ刻んでいる） 

 縦軸：左軸は各区間の度数（ここでの単位は都道府県数：便宜上「県」とする） 

    右軸は相対度数（左から右へ累積していき、最終的に１となる） 

 

                                    → 課題２ 
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ワークシート 

 

 課題１：①例２において平均値・中央値・最頻値をそれぞれ求め、この場合どれが代表値として 

適切と考えられるかグループで考えてください 

②例１・例 2 から平均値・中央値・最頻値それぞれののメリット・デメリットをグループ 

で考えてください 
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 課題２：例 3 において、パレート図から分析できる傾向や現状をグループで考えてください。 
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統計 Web 

https://bellcurve.jp/statistics/course/1639.html 

 

 


